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(57)【要約】
　脱粘着付与剤として機能する感圧性接着剤及び非粘着
性微小球を含む接着剤配合物。非粘着性微小球は、固形
、エラストマー、非破砕性及び溶媒不溶性である。非粘
着性微小球は、１から１４の炭素原子を有するアルキル
（メタ）アクリレートモノマー多官能性（メタ）アクリ
レート及び／又は多官能性ビニル架橋剤、反応開始剤、
及び重合安定剤の反応性生物である。配合物は、イーゼ
ルパッドのようなパッドを形成するためのシート上にコ
ーティングされ得る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　接着剤配合物であって、
　（ａ）約５０から９９重量部の感圧性接着剤、及び
　（ｂ）約１から５０重量部の非粘着性エラストラメリック微小球を含み、前記微小球が
　　（１）約５０から９９重量部の、重量部約１から１４の炭素原子を有するアルキル（
メタ）アクリレートモノマー、
　　（２）約１から５０重量部の、ジ（メタ）アクリレート、トリ（メタ）アクリレート
、テトラ（メタ）アクリレート、ジビニルベンゼン、及びそれらの組み合わせ物からなる
群から選択される多官能性架橋剤、
　　（３）約０．０１から４．０重量％の反応開始剤、及び
　　（４）約０．０１から３重量％の重合安定剤、からなる反応生成物を含み、
　　また、構成成分（ｂ）（１）及び（ｂ）（２）の重量部は総量１００部に等しく、か
つ（ｂ）（３）及び（ｂ）（４）は構成成分（ｂ）（１）及び（ｂ）（２）の総重量を基
準にした重量％である、接着剤配合物。
【請求項２】
　前記反応生成物が更に界面活性剤を含む、請求項１に記載の接着剤配合物。
【請求項３】
　約７５から９７重量部の構成成分（ａ）、及び約３から２５重量部の構成成分（ｂ）を
含む、請求項１に記載の接着剤配合物。
【請求項４】
　前記アルキル（メタ）アクリレートモノマーが、イソオクチルアクリレート、イソノニ
ル（メタ）アクリレート、イソアミル（メタ）アクリレート、イソデシル（メタ）アクリ
レート、２－エチルアクリレートヘキシル、ｎ－ブチル（メタ）アクリレート、ｓｅｃ－
ブチル（メタ）アクリレート、プロピル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレ
ート、メチル（メタ）アクリレート、イソボルニル（メタ）アクリレート、４－メチル－
２－ペンチル（メタ）アクリレート、２－メチルブチル（メタ）アクリレート、ｔ－ブチ
ル（メタ）アクリレート、及びそれらの組み合わせ物からなる群から選択される、請求項
１に記載の接着剤配合物。
【請求項５】
　接着剤コーティングを形成するためシート第一表面の少なくとも一部上にコーティング
され、前記シートが紙、プラスティックフィルム、織物、合成又は天然材料の不織繊維、
金属、金属化プラスティックフィルム、及びセラミックシートからなる群から選択される
シートであり、非粘着性微小球の平均直径が接着剤コーティングの厚さよりも大きい、請
求項１に記載の接着剤配合物。
【請求項６】
　前記感圧性接着剤が再配置可能な接着剤である、請求項１に記載の接着剤配合物。
【請求項７】
　感圧性接着剤が、（ｉ）粘着性微小球配合物、及び少なくともひとつのアクリルアミド
系部分を含む接着剤バインダー、（ｉｉ）水系粘着性微小球、（ｉｉｉ）溶媒系粘着性微
小球、及びそれらの組み合わせ物からなる群から選択される、請求項１に記載の接着剤配
合物。
【請求項８】
　重合安定剤が、ポリアクリルアミドである、請求項１に記載の接着剤配合物。
【請求項９】
　多官能性架橋剤が、１、６－ヘキサンジオール、ジ（メタ）アクリレート、ブタンジオ
ールジ（メタ）アクリレート、ポリ（エチレングリコール）、ジ（メタ）アクリレート、
ポリブタジエンジ（メタ）アクリレート、ポリウレタンジ（メタ）アクリレート、プロポ
キシル化グリセリントリ（メタ）アクリレート、ジビニルベンゼン、それらの組み合わせ
物からなる群から選択される、請求項１に記載の接着剤配合物。
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【請求項１０】
　複数のシートを含むパッドであり、それぞれのシートが対峙する第一及び第二表面、対
峙する第一及び第二の周辺部エッジを有しており、請求項１の接着剤配合物のバンドが、
周辺部エッジのひとつに隣接するシートの第二表面上にコーティングされている、パッド
。
【請求項１１】
　感圧性接着剤のコーティングが、（ｉ）粘着性微小球配合物及び少なくともひとつのア
クリルアミド系部分を含む、接着剤バインダー、（ｉｉ）水系粘着性微小球、（ｉｉｉ）
溶媒系粘着性微小球、及びそれらの組み合わせ物からなる群から選択される、請求項１０
に記載のパッド。
【請求項１２】
　少なくとも一つの接着剤配合物のストライプ、及び少なくともう一つの感圧製接着剤の
ストライプを含む、請求項１１に記載のパッド。
【請求項１３】
　三つの接着剤配合物、及び、三つのストライプの間に配置された二つの感圧性接着剤ス
トライプ、並びに三つのストライプと二つのストライプそれぞれの間の非コーティングギ
ャップを含む、請求項１１に記載のパッド。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　自己粘着性イーゼルパッドは、議論のためのアイデアを示すために書いたり、描いたり
する媒体を会議の参加者に提供するので会議にとって重要な共同作業用ツールである。典
型的な自己粘着性イーゼルバッドは、紙シートの裏面の一端に沿ってコーティングされた
再配置可能な接着剤のストライプを伴って大きな紙のシート（例えば、６４×７９ｃｍ（
２５×３１インチ））を含む。複数のシートは、次のシートの前面と接触する一枚のシー
トの接着剤ストライプを有することによってパッドを形成するためにしばしば互いに重ね
られる。あるケースでは、パッド構成は高度の粘着力を隣接するシート間に引き起こし、
それによって一つのシートから次のシートに進む、又はめくることで使用者のできること
を複雑にする。隣接したシートの間の粘着力は強いので、めくられたシート上の接着剤は
次のシートからそれを開放しない。この非開放は、次のシートの書き込み表面積を減少さ
せる。
【０００２】
　高い粘着力の問題を解決するために、当業者は剥離ライナーを備えた自己粘着性イーゼ
ルパッドを提供している。ライナーは、次のシートの前表面を備えた一シートの接着剤部
分を分離して、それによってシートがめくられる場合の抵抗を減少させる。しかしながら
、使用者は剥離ライナーを取り除く必要があるので、使用者がイーゼルパッドから取り除
いたり、その後、壁のような表面にシートを貼り付ける場合にライナーは不便である。
【０００３】
　他の当業者は非粘着性の粒子を使っている。例えば、米国特許第４，５５６，５９５（
オチ（ochi））は均一に分散された非粘着性の固形粒子層を有する感圧接着剤を開示して
いる。粒子は平均直径１０マイクロン以下、及び感圧性接着剤層の厚さよりも薄いもので
ある。粒子は、感圧製接着剤層の表面、又は表面層内にあってもよい。感圧性接着剤層は
、皺、発泡体、膨潤のような不完全結合を避け、再配置できるようにするために表面上で
容易な記録ができるようするために十分に弱い密着度を有していると言われている。
【０００４】
　米国特許第５，３４４，６９３（サンダース）は、基板表面から外側方向に延伸する感
覚設定手段を有する基板形状中の構成成分を開示している。間隔設定手段は、表面、及び
構成成分に隣接する位置にある任意の他の表面からその上に持ち運ばれる接着剤のような
任意の物質との間に隙間を作る。間隔設定手段は、非粘着性の接触可能な表面を有し、構
成成分の通常の使用では変形不可能である。
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【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本開示は、パッドから各シートを分離するために必要な力が最少であるにもかかわらず
、一旦パッドから離された場合には、壁、ホワイトボード、黒板等の多様な表面に強く付
着できるようになっている接着剤裏打ちパッドを提供する。さらに、本開示の接着剤裏打
ちシートは、閾値圧力がシートの接着剤部分に加えられるまで大概の表面には接着しない
。接着剤裏打ちシートは、感圧接着剤を伴った固体で、エラストマーで、変形可能な非粘
着性微小球を含む接着剤配合物を使用する。感圧接着剤は、粘着性の、べとつく微小球、
及び粘着剤バインダーの配合物を含んでもよい。
【０００６】
　ここで使用されている用語「非粘着性」は一般的に、以下の実施例の箇所に記載される
ようにテキスチャー、粘着性分析器を使って測定される５グラム以下、好ましくは３グラ
ム以下、さらに好ましくは１グラム以下の粘着性数値を有する微小球を意味する。用語「
エラストメリック」は、元の長さ（又は直径）の少なくとも２倍に伸ばすことができて、
及び力が解放されたときに本質的に、ほぼ最初の寸法に急速に、強制的に縮まるアモルフ
ァス、又は非結晶質の材料に適用するものとして説明される。エス・エル・ローゼン（S.
 L. Rosen）、重合材料の基本原理（Fundamental Principles of Polymeric Materials）
、ワイリー・アンド・サン（Wiley & Sons）、ニューヨーク、３１４ページ、１９８２年
を参照する。用語「アクリレート」は、アクリル酸、及びメタアクリレートを含む。
【０００７】
　本開示の非粘着性微小球は固体及び破砕されないものである。それらは同様に各種の溶
媒に曝しても本質的に、ほぼ膨潤しないものである。非粘着性の微小球の高度な架橋特質
のために溶媒に溶けない。本開示の非粘着性微小球は、同様に変形可能であり、それによ
って、ここでさらに説明するように、ロール上に硬いバンドを形成することなくそれ自体
に巻き上げられる非粘着性の微小球で基質がコーティングできるようになっている。これ
らの多様な特徴が、非粘着性微小球を特に粘着性除去剤として適当なものとしている。し
たがって、感圧接着剤組成物と一緒に配合されると、本発明の非粘着性微小球は、凝集体
接着剤の接着を制御するために有用なツールを人に提供する。
【０００８】
　一つの態様で、本開示は（ａ）約５０から９９の重量部の感圧接着剤、及び（ｂ）約１
から５０重量部の非粘着性、エラストメリックな微小球からなる非粘着性配合物に関する
。非粘着性微小球は、以下の反応性生物からなる；（１）１から１４の炭素原子を有する
約５０から９９重量部のアルキル（メタ）アクリレートモノマー；（２）ジ（メタ）アク
リレート、トリ（メタ）アクリレート、テトラ（メタ）アクリレート、ジビニルベンゼン
、及びこれらの組み合わせ物からなる群から選択される約１から５０の重量部の多官能架
橋剤；（３）約０．０１から４．０重量％％の反応開始剤；及び（４）約０．０１から３
重量％高分子安定剤、そこでは合計で１００部と等しい構成成分（ｂ）（１）及び（ｂ）
（２）の重量部、及び（ｂ）（３）及び（ｂ）（４）は構成成分（ｂ）（１）及び（ｂ）
（２）の総重量を基準にした重量％である。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
　本開示は、図面を参照してより良く理解できる。
【図１】本開示のパッドの実施形態の斜視図。
【図２】線２－２に沿った図１の実施形態の断面図。
【図３】本開示の別の代表的なシートの側面図。
【図４】図３のシートの第二表面上の接着剤領域の分解図。
【図５】本開示の別の代表的なシートの平面図。
【図６】本開示の別の実施形態の斜視図。
【００１０】
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　これらの図は理想的なものであって、一定の縮尺ではなく、説明目的を意図したもので
ある。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本文書中、全ての数字は用語「約」によって修飾されていると見なされる。端点による
数の範囲の列挙には、その範囲内に包括されるすべての数が含まれる（例えば、１～５は
、１、１．５、２、２．７５、３、３．８、４、及び５を含む）。
【００１２】
　接着剤配合物非粘着性微小球及び感圧性接着剤には２つの主要構成成分が使用されてい
る。レオロジー変性剤、着色剤、充填剤、重合添加剤のような変性剤を含むその他の構成
成分が使用されることができるが、それらに限定されない。このような変性剤を使用する
場合、接着剤混合物中の使用量はこのような変性剤の公知の使用に対する有効量である。
【００１３】
　非粘着性微小球
　本開示の非粘着性微小球は、１から１４の炭素原子を有する少なくとも一つのアルキル
（メタ）アクリレートモノマー、少なくとも一つの多官能性架橋剤、少なくとも一つの反
応開始剤、及び少なくともひとつの重合安定剤を重合することによる懸濁重合工程によっ
て水中で調製されることができる。界面活性剤を含むがそれには限定されない他の任意の
構成成分が、反応混合物中で使用されてもよい。
【００１４】
　本開示の接着剤配合物は、典型的に感圧性接着剤及び非粘着性微小球の総重量を基準に
して、非粘着性微小球の１から５０重量部、好ましくは３から１２重量部を有する。
【００１５】
　１から１４の炭素原子を有するアルキル（メタ）アクリレート重合性モノマーが、非粘
着性微小球を調整するために反応混合物中で使用される。アルキル（メタ）アクリレート
モノマーは、重合性モノマー１００に対して５０から９９重量部、好ましくは７５から９
５重量部の範囲の量で存在する。好適なアルキル（メタ）アクリレートには、アクリレー
トイソオクチル、イソノニル（メタ）アクリレート、イソアミル（メタ）アクリレート、
イソデシル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシルアクリレート、ｎ－ブチル（メタ
）アクリレート、ｓｅｃ－ブチル（メタ）アクリレート、プロピル（メタ）アクリレート
、エチル（メタ）アクリレート、メチル（メタ）アクリレート、イソボルニル（メタ）ア
クリレート、４－メチル－２－ペンチル（メタ）アクリレート、２－メチルブチル（メタ
）アクリレート、ｔ－ブチル（メタ）アクリレート、及びこれらの混合物が挙げられる。
【００１６】
　好適な多官能性架橋剤はジ（メタ）アクリレート、トリ（メタ）アクリレート、テトラ
（メタ）アクリレート、ジビニルベンゼン、及びそれらの組み合わせ物を含むがこれらに
限定されない。多官能性架橋剤の非限定的例は、１，６－ヘキサンジオール、ジ（メタ）
アクリレート、ブタンジオール、ジ（メタ）アクリレート、ポリ（エチレングリコール）
、ジ（メタ）アクリレート、ポリブタジエン、ジ（メタ）アクリレート、ポリウレタンジ
（メタ）アクリレート、プロポキシル化グリセリン、トリ（メタ）アクリレート、ジビニ
ルベンゼン、及びそれらの組み合わせ物を含む。架橋剤は、重合性モノマー１００に対し
て１から５０重量部、好ましくは５から２５重量部の範囲の量で存在する。多官能性架橋
剤は、非粘着性微小球の調製において重合性モノマー部を形成する。
【００１７】
　反応開始剤は、非粘着性微小球を調製するために反応混合物中で使用される。重合に影
響を及ぼす反応開始剤は、通常重合性モノマーのフリーラジカル重合に好適なものである
。全体的、又は部分的に重合性モノマーとして（メタ）アクリレートモノマーが使用され
る場合には、好適な反応開始剤には、アゾ化合物、ヒドロペルオキシド、過酸化物等のよ
うな熱活性化反応開始剤が挙げられるがそれらには限定されない。好適な光反応開始剤に
は、ベンゾフェノン、ベンゾインエチルエーテル及び２，２－ジメトキシ２－フェニルア
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セトフェノンが挙げられるがそれらに限定されない。その他の好適な反応開始剤には、ラ
ウロイルペルオキシド及びビス（ｔ－ブチルシクロヘキシル）ペルオキシ－ジカーボネー
トが挙げられる。
【００１８】
　反応開始剤は、所定の短い時間及び温度範囲において、モノマーの高変換を引き起こす
ために、触媒的に効果的な十分な量で存在する。典型的に、反応開始剤は、重量部重合性
モノマー１００重量部に対して、０．０１からおよそ４重量部の範囲の量で存在する。使
用される反応開始剤濃度に影響するパラメーターには、含まれる反応開始剤及び特定の重
合性モノマーのタイプが挙げられる。触媒的に効果的な濃度、重合性モノマー１００部に
対して、約０．０３から約２重量部、及びより好ましくは約０．０５から約０．５０重量
部の範囲にあると考えられる。
【００１９】
　重合安定剤は、非粘着性微小球を調製するために反応混合物中で使用される。有利には
、微粒子安定剤が存在することにより、界面活性剤の使用量が比較的少量でも微粒子を得
ることができる。
【００２０】
　効果的に最終重合液滴の十分な安定化を提供、及び懸濁重合工程でのアグロメレーショ
ンを防止する任意の重合安定剤は、本開示で有用である。重合安定剤は、典型的には、重
合性モノマー１００重量部に対して、約０．０１から約３重量部の重量の量、及びより好
ましくは、重合性モノマー１００部に対して、約０．０４から約１．５重量部の重量の量
で反応混合物中に存在する。
【００２１】
　好適な重合安定剤には、平均分子量５０００以上のポリアクリレート塩、（例えば、ア
ンモニウム、ナトリウム、リチウム、及びポタシウム塩）、カルボキシ修飾ポリアクリル
アミド（例えば、アメリカン・サイアナミド（American Cyanamid）からのサイアナマー
（CYANAMER）（登録商標）Ａ－３７０）、アクリレートコポリマー及びジメチルアミノエ
チルメタアクリレート等、重合四級アミン（例えば、通常アラニン及びフィルムのガフク
ァット（GAFQUAT）（登録商標）７５５、四級ポリビニルピロリディンコポリマー、又は
ユニオン・カーバイド（Union Carbide）「ＪＲ－４００」、四級化アミン置換セルロー
ス誘導体性）、セルロース誘導体、及びカルボキシ修飾セルロース誘導体（例えば、ヘル
クルス（Hercules）のナトロゾール（NATROSOL）（登録商標）ＣＭＣ　Ｔｙｐｅ　７Ｌ、
ナトリウムカルボキシメチルセルロース）、及びポリアクリルアミド（例えば、サイアナ
マー（CYANAMER）（登録商標）Ｎ３００、サイテク（Cytek））が挙げられるがこれらに
限定されない。
【００２２】
　界面活性剤は、非粘着性微小球の調製するために反応混合物中で使用される。界面活性
剤は、典型的には、反応混合物中に、重合性モノマー含量１００重量部に対して約５重量
部以下の量、好ましくは約３重量部以下、最も好ましくは、重合性モノマー１００重量部
に対して約０．２から２の範囲で存在する。
【００２３】
　有用な界面活性剤には、アニオン性、カチオン性、非イオン性、又は両性の界面活性剤
が挙げられる。有用なアニオン性界面活性剤には、アルキルアリールスルホン酸塩、例え
ば、ナトリウムドデシルベンゼンスルホネート及びドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウ
ム、アルキルサルフェートのナトリウム及びアンモニウム塩、例えば、ラウリル硫酸ナト
リウム、及びラウリル硫酸アンモニウムが挙げられるが、これらに限定されない。有用な
非イオン性界面活性剤には、エトキシル化オレオイルアルコール及びポリオキシエチレン
オクチルフェニルエーテルが挙げられるが、これらに限定されない。有用なカチオン性界
面活性剤には、アルキル鎖が１０～１８個の炭素原子を含む、アルキルジメチルベンジル
アンモニウムクロライド混合物が挙げられるが、これらに限定されない。両性界面活性剤
には、スルホベタイン（類）、Ｎ－アルキルアミノプロピオン酸、及びＮ－アルキルベン
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タイン（類）が挙げられるが、これらに限定されない。
【００２４】
　本開示の非粘着性微小球は、懸濁重合によって調製される。懸濁重合は、モノマーが不
溶性の媒体（通常は水）の中に分散される手順である。重合は、各モノマー液滴内で進行
する。モノマー可溶性フリーラジカル開始剤が好ましく用いられる。
【００２５】
　重合反応を開始するには、十分な数のフリーラジカルが存在しなくてはならない。これ
は熱又は放射線ラジカル開始反応などのいくつかの方法により行うことができる。例えば
、熱あるいは放射線を発熱反応であるモノマーの重合を開始するために加える。しかしな
がら、開始剤の熱分解によって反応を開始するのに十分な数のフリーラジカルが生じるま
で熱を加えることが好ましい。これが生じる温度は使用する開始剤に大きく依存して異な
る。
【００２６】
　更に、重合反応混合物を脱酸素することが多くの場合望ましい。反応混合物に溶解して
いる酸素は、重合を阻害するので、溶存酸素を追い出すことが望ましい。反応容器中に泡
立てられた、又は反応混合物を通す不活性ガスは、脱酸素の効果的な一つの手段ではある
けれども他の懸濁重合と適合する他の脱酸素技法が使われる。典型的には、脱酸素には窒
素を使用するが、ＶＩＩＩＡ（ＣＡＳ版）属の任意の不活性ガスもまた適している。
【００２７】
　特定の時間、及び攪拌速度パラメーターは、モノマー、及び反応開始剤に依存する一方
、モノマーの平均粒子直径寸法が約１と３００マイクロメータの間に、また好ましくは２
０と１５０マイクロメータの間にあるような状態に反応混合物が到達するまで反応混合物
を予備分散することが望ましい。反応混合物を、更にかつ長く攪拌するにつれ平均粒径は
小さくなる傾向がある。
【００２８】
　好ましくは攪拌と窒素パージとを反応時間中維持する。反応混合物を加熱することによ
って反応が開始する。重合の後、反応混合物を冷却する。
【００２９】
　一段階工程では、重合性モノマー、及び反応開始剤が、重合開始時点の懸濁液中に共存
する。安定剤、界面活性剤、及び（使用されていれば）変性剤のような他の構成成分は、
反応媒体中に存在する。
【００３０】
　重合に続いて、室温で非粘着性微小球の安定水懸濁液が得られる。この懸濁物の非揮発
性の固形分含有量は約１０～約７０重量パーセントであってもよい。非粘着性微小球派の
懸濁物は、アグロメレーション、又は凝固に対して特に安定であるので重合に続いて直ち
に水懸濁溶液は使用されることができる。非粘着性微小球は、接着剤配合物を形成するた
めに任意の感圧性接着剤と一緒に配合される。
【００３１】
　感圧性接着剤
　本開示の接着剤配合物は、任意の感圧性接着剤組成物と一緒に使用されもよい。非粘着
性微小球が、その中で両立的で、安定である限り、感圧性接着剤は、溶媒系、水系、及び
熱融解系であってもよい。一つの実施形態では、感圧性接着剤は、再配置可能な接着剤で
ある。
【００３２】
　本開示の接着剤配合物は、典型的には、感圧性接着剤及び非粘着性微小球の総重量を基
準にして、５０から９９重量部、好ましくは７５から９７重量部の感圧性接着剤組成物を
持つ。
【００３３】
　本開示の接着剤配合物中の使用するための好適な感圧性接着剤は、ＰＣＴ公開広報ＷＯ
　９４／１９４２０に記載されている。公開広報は、一つ以上の重合性、本質的に粘着性
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の、エラストマー微小球配合物、及び少なくともアクリルアミド系部分を含む接着剤配合
物からなる再配置可能な感圧性接着剤組成物を説明している。
【００３４】
　粘着性微小球は、少なくとも一つのアルキル（メタ）アクリレートエーテル含まなくて
はならない。感圧性接着のための固体のため粘着性微小球を調製ために有用なアルキル（
メタ）アクリレートモノマーは４から１４の炭素原子を有するアルキルグループの単官能
性不飽和の非三級アルキルアルコールの（メタ）アクリレートエステルである。そのよう
なアクリレートは、親油性、水乳化性、及び限定的水溶性である。ホモポリマーは、一般
的に約ー２０℃以下のガラス転移温度を有する。このクラスのモノマーに含まれるものに
は、例えば、アクリレートイソオクチル、４－メチル－２－ペンチルアクリレート、２－
メチルブチルアクリレート、イソアミルアクリレート、ｓｅｃ－ブチルアクリレート、ｎ
－ブチルアクリレート、２－エチルヘキシルアクリレート、メタクリル酸イソデシル、イ
ソノニルアクリレート、イソデシルアクリレート、及びそれらの組み合わせ物がある。
【００３５】
　好ましいアクリレートは、イソオクチルアクリレート、イソノニルアクリレート、イソ
アミルアクリレート、イソデシルアクリレート、２－エチルヘキシルアクリレート、ｎ－
ブチルアクリレート、ｓｅｃ－ブチルアクリレート、及びこれらの混合物を含む。ホモポ
リマーとして、ガラス転移温度約ー２０℃以上を有する、（メタ）アクリレート、又は他
のビニルモノマー、例えば、第三級－ブチルアクリレート、アクリル酸イソボルニル、ブ
チルメタクリレート樹脂、酢酸ビニル、Ｎ－ビニルピロリドン、アクリルアミド等は、生
成したポリマーのガラス転移温度がー２０℃以下という条件で、１又はそれより多くの（
メタ）アクリレートモノマーと共に使用してもよい。
【００３６】
　好ましい粘着性微小球は、米国特許第３，６９１，１４０；５，７１４，２３７及び５
，８２４，７４８に説明されている。これらの微小球は、実質的に、ほぼ不油溶性、水溶
性、イオン性単量体、及び無水マレイン酸からなる群から選択される少なくとも一つのモ
ノマーを使用する。モノマーは、２つ又はそれ以上のイオン性モノマーとして又は、無水
マレイン酸及び１又はそれより多くのイオン性モノマーの混合物として単独で使用しても
よい。イオンのモノマー例には、ナトリウムメタクリレート樹脂、アンモニウムアクリレ
ート、アクリル酸ナトリウム、トリメチルアミン、パラービニルベンズアミド、４，４，
９－トリメチル－４－アゾニアー７－オキソー８－オキサーデクー９ーエン１－スルフォ
ネート、
　Ｎ、Ｎ－ジメチル（β－メタシロキソキシエチル）アンモニウムプロピオネートベタイ
ン、トリメチルアミン、メタクリルアミド、が含まれるが、これらに限定されない。
【００３７】
　粘着性微小球は、臨界ミセル濃度を超える量の乳化剤を使う水性懸濁重合技法によって
調製されてもよい。臨界ミセル濃度は、ミセル形成に必要な乳化剤の最小濃度として定義
される。臨界ミセル濃度は、それぞれの乳化剤によって僅かに異なっている。使用可能濃
度は、典型的には、リットルあたり１．０×１０－４から３．０モルの範囲にある。アニ
オン性、非イオン性、又はカチオン性乳化剤が使われる。アニオン性乳化剤の典型的な例
は、ナトリウムドデシルベンゼンスルホネート、アルキルアリールエーテルスルホネート
のナトリウム塩等を含む。非イオン性乳化剤の例は、エトキシル化オレイルアルコール及
びポリオキシエチレンオクチルフェニルエーテルを含む。カチオン性乳化剤例には、アル
キル鎖が１０から１８の炭素であるアルキルジメチルベンジル塩化アンモニウムの混合物
がある。ここで挙げたアニオン性、非イオン性、及びカチオン性乳化剤は単なる例であっ
て両性乳化剤も同様に作用すると考えられる。
【００３８】
　重合を効果的にする反応開始剤は通常アクリレートモノマーのフリーラジカル重合に好
適なものである。そのような反応開始剤の非限定的な例には、アゾ化合物、ヒドロペルオ
キシド、過酸化物等のような熱活性化反応開始剤、及びベンゾフェノン、ベンゾインエチ
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ルエーテル、及び２，２－ジメトキシー２ーフェニルアセトフェノンのような光反応開始
剤が挙げられる。その他の好適な反応開始剤には、ラウリルペルオキシド及びビス（ｔ－
ｔーブチルシクロヘキシル）ペルオキシ－ジカーボネートが挙げられる。反応開始剤濃度
は、所望の時間間隔及び温度範囲で本質的に完全にモノマー変換を引き起こすために十分
でなくてはならない。使用する反応開始剤の濃度に影響を及ぼすパラメーターには、反応
開始剤の種類、及び特定のモノマーが挙げられる。有効濃度範囲は、総モノマーの０．１
０から１パーセント、好ましくは０．２５から０．７０重量パーセントと考えられる。好
ましい場合には、重合安定剤が使用されてもよい。発熱反応であるモノマーの重合を開始
するために熱あるいは放射線を適用してもよい。
【００３９】
　粘着性微小球組成物は、同様に架橋剤を含んでもよい。有用な架橋剤の例には、多官能
性（メタ）アクリレート類、例えば、ブタンジオールジアクリレートもしくはヘキサンジ
オールジアクリレート、又はジビニルベンゼンのような他の多官能性架橋剤、及びこれら
の混合物が挙げられるが、これらに限定されない。使用される場合には、架橋剤は、重合
性組成物総量の最大０．１５当量パーセント、好ましくは０．１当量パーセントのレベル
で加えられる。所定化合物の「当量パーセント」は、化合物の当量数を組成物総量の当量
数で除したものとして定義され、当量は、グラム数を当量で除したものである。
【００４０】
　重合に続いて、室温で、固体非粘着性微小球の安定な水懸濁液が得られる。懸濁物は、
約１０～約６５重量パーセント非揮発性の固形分含有量を有してもよい。長期間放置する
と、懸濁物は、二相に分離し、一つは水相及び他は重合粘着性微小球の水懸濁液である。
所望されるならば、粘着性微小球の水懸濁液は直ちに次の重合に使用してもよい。粘着性
微小球の豊富な相は、単離でき、振とうすることで容易に再分散する非揮発性の成分を有
する水懸濁液を提供する。
【００４１】
　別の方法としては、懸濁物は、メタノールのような有機液で凝集後、洗浄し、乾燥して
もよい。これらの部分的に乾燥した重合球は、十分な攪拌でもってエチルアセテート、テ
トラヒドロフラン、ヘプタン、２－ブタノン、ベンジン、シクロヘキサン、及びエステル
類のような種々の一般的な有機溶媒中に容易に懸濁する。
【００４２】
　好適な接着剤バインダーには、少なくとも一つのアクリルアミド系部分を有するポリマ
ーが挙げられる。好適なアクリルアミドには、アンモニア、又は一級もしくは二級のアミ
ンを備えた（メタ）アクリレートの反応性生物が挙げられる。好適なアクリルアミドの例
は、アクリルアミド、イソオクチルアクリルアミド、２－エチルヘキシルアクリルアミド
、及びＮ，Ｎ－ジメチルアクリルアミドが挙げられるが、これらに限定されない。
【００４３】
　所望されるならば、アクリルアミドは、ビニルグループを有する１つ以上のモノマーと
一緒に共重合されても良い。任意のビニルモノマーは、微小球のバインダーとして製品が
作用し、感圧性接着剤を有害的に阻害しない限り使われることができる。好適なモノマー
には、アルキル（メタ）アクリレートが挙げられる。バインダー調製に有用なアルキル（
メタ）アクリレートモノマーは、アルキルグループが４から１４の炭素原子を有する非三
級アルキルアルコールの単官能性不飽和（メタ）アクリレートエステルである。このよう
なアルキルモノマーの例としては、１－ブタノール、１－ペンタノールのような非三級ア
ルキルアルコールの（メタ）アクリル酸エステルが挙げられる。
【００４４】
　２－メチルー１ーブタノール、１－メチル－１－ブタノール、１－メチル－１－ペンタ
ノール、２－メチル－１－ペンタノール
　３－メチル－１－ペンタノール、２－エチル－１－ブタノール、３，５、－トリメチル
ー１－１－ヘキサノール、３－ヘプタノール、２－オクタノール、
　１－デカノール、１－ドデカノール、イソオクチルアルコール、イソノニルアルコール
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、２－エチル－ヘキシルアルコール等このようなモノマー性のアクリル又はメタクリルエ
ステルは、当該技術分野において既知であり、多くは市販されている。
【００４５】
　好ましくは、バインダーは、最大約１５重量部のアクリルアミド、及び８５から１００
重量部の（メタ）アクリル酸エステルを含む。更に好ましくは、バインダーは、４から１
０重量部のアクリルアミド、及び９０から９６重量部の（メタ）アクリル酸エステルを含
む。
【００４６】
　感圧性接着剤は、粘着性微小球と一緒に接着剤バインダーを組み合わせることによって
作られる。接着剤の有機分散が望ましい場合には、分散溶液が、粘着性微小球の有機分散
と一緒に組み合わされる。水系接着剤組成物が好ましい場合には、粘着性微小球の水系分
散がバインダーの水溶液と一緒に組み合わされる。好ましくは、バインダーの重量には１
０から９０重量部の接着剤、及び１０から９０重量部の感圧性接着剤を含む粘着性微小球
が含まれる。
【００４７】
　感圧性接着剤の特性は、粘着付与樹脂類及び／又は可塑剤類の添加によって変更されて
もよい。本明細書に用いるのに好ましい粘着付与剤には、フォーラル（FORAL）（商標）
及びペンタリン（PENTALYN）（商標）の商標名でヘルクレス社（Hercules）のような会社
から商業的に手に入る水素化ロジンエステルが挙げられる。個々の粘着付与剤は、ｔ－ブ
チルスチレンベースのものを含んでいる。有用な可塑剤としては、フタル酸ジオクチル、
２エチルヘキシルリン酸、リン酸トリクレシル等が挙げられる。必要に応じて、着色剤、
充填剤、安定剤及び各種の他の高分子添加剤を使用してもよい。
【００４８】
　シート
　本開示で使用する好適な基材又はシートの材料には、紙、プラスティックフィルム、酢
酸セルロース、エチルセルロース、合成又は天然材料で構成される織物又は不織繊維、金
属、金属化高分子フィルム、セラミックシート材料等が挙げられるが、これらに限定され
ない。一般的に、裏材又は基材の材料の厚さは２５から１５５マイクロメートルであるが
、より厚い、及び薄い裏材又は基材の材料は排除されない。典型的には、接着剤配合物は
、接着剤コーティングを形成するシートの少なくとも第二の側の部分に適用、又はコーテ
ィングされる。幾つかの実施形態においては、下記に説明するパッドのように、一般的に
接着剤配合物の反対側領域中のシートの第一の側に剥離剤コーティングを適用する。更に
、シートが、イーゼルパッドを形成するために使用される場合には、シートの第一表面は
、ブリードスルー抵抗コーティングを含んでもよい。第一表面は、典型的には書き込み表
面である。シート上にコーティングされる場合には、非粘着性微小球の平均直径は、接着
剤コーティングの厚さよりも大きくする。したがって、少なくても微小球部分は接着剤コ
ーティングから突き出ている。
【００４９】
　本開示の接着剤配合物は、スロットダイコーティングのような従来のコーティング技法
、巻き線型ロッド、直接グラビア印刷、オフセットグラビア印刷、逆行ロール、空気ナイ
フ、スプレーコート及びトレイリングブレードコーティングを使用して基材に適用される
。
【００５０】
　さて、図を参照して、図１は、一般的に「チャートめくり」又は「イーゼルパッド」と
して参照して定義される本開示の代表的なパッド１１０を示している。パッドは、イーゼ
ルスタンド（図示されず）の上に保持され、会議中の部屋に置かれて、項目のリスト又は
会議中に生まれたアイデアを記録するために使用される。これらの図はイーゼルパッドを
示しているが、紙製ノートのパッド（典型的に１５ｃｍ（６インチ）以下の長さ）又は会
議ノート（典型的に約１５から２０ｃｍ（６から８インチ）の長さ）を含めて他のタイプ
のものであってもよい。
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【００５１】
　パッド１１０は複数の可撓性シート１１２、例えば３０枚のシートを有する。それぞれ
のシートは、一般的に、パッド１１０から除かれるときに、対峙する第一と第二のエッジ
１１５、１１６を含んでいる周辺部のエッジを有する第一（前面）及び第二（裏面）を有
する同じサイズのものである。接着剤１１８のバンドは、第一エッジ１１５に隣接し、間
隔をあけてあるシートの第二表面上に配置されている。この実施形態において、接着剤の
バンドは、接着剤配合物の単一ストラップを含んでいる。シートは、位置合わせされたシ
ートの対応する周辺部エッジと一緒に、それぞれ向かい合っている隣接シートの第一と第
二の表面と一緒にしたスタック１１７の中に配置される。シートの第一エッジ１１５は、
パーフォレーション１１１によって定義される。必要に応じて、開放コーティング１０７
のバンドは、一般的に接着剤１１８のバンドに対峙する領域内で、それぞれのシートの第
一表面上に配置される。
【００５２】
　パッド１１０は、更に、典型的には、シートよりも硬い材料で作られる綴じカード１２
２を含んでいる。綴じカードの前面は、一般的に、シート１１２と一緒に同一の広がりを
もっている。綴じカードは、シートの位置あわせされた上端１２７を超えて突き出してい
るトップ部分１２４を有している。トップ部分１２４は、辺縁のサポートエッジ１２６を
有している。典型的なイーゼルパッドにおいては、トップ部分は、パッドの取り扱いに便
利な開口部１３０を通して伸張部分を有している。必要に応じて、トップ部分１２４は、
あるタイプのイーゼルスタンド上で使用される支持ペッグを受容するために適合している
１つ以上のスロット１３１を有している。必要に応じて、綴じカードは、シートの第二エ
ッジ１１６を通して突き出ている下方部分１３４を有している。必要に応じて、綴じカー
ドのシート及び綴じを通して、トップ部分１２４通して綴じカードのステープル１１３は
伸びている。トップシートの前面表面上に書き込み１０３及び／又は再配置可能なノート
１０４を置いた後、使用者は、パーフォレーションに沿って引き裂くことによって周辺部
シートからトップシートを剥がすことができ、又使用者は次のシートを暴露するために支
持エッジ１２６にシートをさっと引っくり返すことができる。
【００５３】
　図２は、図１のパッドのライン２－２に沿った断面図であって、パッドのセンターに関
して何枚かのシートは理解を容易にするために取り除いてある。
【００５４】
　図３は、シートパッドを形成するために使われる別の代表的なシート１２の側面を示し
ている。シートは、対峙する第一及び第二の周辺部エッジ１５、１６ならびに対峙する第
一（前面）及び第二（裏面）表面１２ａ、１２ｂを有している。接着剤１８の凝集バンド
を形成する接着剤のいくつかのストライプがシートの第一エッジ１５から離れていること
を示す。必要に応じて、シートの前面表面１２ａ上に、開放コーティング７が、本質的に
ほぼ同じ位置であるが、接着剤バンド１８の反対側にある。図４は、バンド１８を形成す
る接着剤のストライプに焦点を合わせて図３の分解図を示す。接着剤バンドは、それぞれ
のストライプ間のギャップを伴って二つの狭いストライプ１８ａの間に挟まれた幅の広い
ストライプ１８ｂを含んでいる。しかしながら、所望されるならば、ストライプ１８ａ及
び１８ｂは、それらの間ギャップを除くことで、互いに直接に隣接した位置に配置しても
よい。この特定の実施形態において、幅広いストライプ１８ｂは、バインダー中に拡散さ
れた粘着性微小球を有する感圧性接着剤２２である。接着剤１８ａの狭いストライプは、
（幅広いストライプに使用されている）感圧性接着剤２２及び非粘着性微小球２０の配合
物を含んでいる。接着剤２２は、非粘着性微小球のある部分をカバーしているので、非粘
着性微小球のある部分は、感圧性接着剤２２の前表面の上に突き出しているか、又はそこ
から延びている。非接粘着性微小球の平均直径は、非粘着性微小球のある部分が接着剤の
暴露表面を越えて突き出れるように感圧性厚さのコーティングの厚さよりも大きい。狭い
ストライプ１８ａ及び非粘着性微小球の使用の組み合わせは、ストライプ１８ｂに比べて
ストライプ１８ａのためにより少ない接着となっている。
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【００５５】
　図５は、別の代表的シート２１２の第二（裏）表面の上平面２１２ｂを示している。こ
の実施形態において、ストライプのそれぞれの間にギャップと一緒に交互に狭い広いスト
ライプ２１８ａ、２１８ｂの五つの接着剤ストライプがある。この構造で使用される接着
剤のタイプは、図４に説明されたものと同じであってもよい。
【００５６】
　図６は、ジャンボ、又はロール形態であるシート本開示の別の代表的な実施形態の斜視
図を示している。実際的に図１のパッド１１０を形成するシートを作る一つの代表的な方
法において、入力紙のロールが開かれてコーティング装置の中に送り込まれる。入力紙は
、第一表面の上のブリードスルー抵抗コーティング及び開放コーティングの少なくとも一
つでもって前もってコーティングされてもよい。代表的なブリードスルー抵抗コーティン
グは、米国特許第５，７１６，６８５（クマール（Kumar）ら）に開示されている。本開
示の接着剤配合物及び感圧性接着剤は、（典型的には「ダウンウェブ」と参照される）第
二表面の紙の一つの縁に沿って一つのストライプ又は複数の連続したストライプ３１８の
紙の上にコーティングされる。接着剤配合物及び感圧性接着剤は一旦乾燥すると、接着剤
をコーティングした紙３１２は、典型的にはロールの一縁に沿って互いに本質的に揃えら
れた（ジャンボの影に示された）接着剤ストライプと一緒に半完成のジャンボ３００に巻
き上げられる。後の工程で、半完成ジャンボは、開放され、所望サイズのシートがジャン
ボから切り取られる。本発明の接着剤配合物は、紙にコーティングし、半完成ロールに巻
き上げられた後、ロール上に硬いバンドをほとんどないか全く形成しないことが当初の予
想外で見つかった。この効果には二つの因子が主に貢献していると考えられる。第一の因
子は、コーティングされた紙がロールに巻き上げられるときに圧縮することを可能にする
非粘着性微小球の変形可能特性によるものである。第二の因子は、紙基材にコーティング
されるときに非粘着性微小球が、それによって、同様に任意の硬いバンド形成が最少にな
るのに役だっている離散粒子であることである。触ることで物理的に検出される接着剤コ
ーティング末端で、表面非ユニフォミティがあってもよいが、更なる工程のために半完成
のジャンボを開放するときに紙の上残った痕跡の上にほとんどか全く変形がない。
【００５７】
　ロール形成に巻き上げられる量が制限されるので、硬いバンドの存在は望ましくない。
一つの大きな半完成ロールを作る可撓性を有することに代わって、硬いバンドを避けるた
めに複数のより小さなロールを作ることになるので、この制限は、製造工程でのコストと
なる。更に、十分に厳しいものであれば、硬いバンドは任意の完成製品を使えなくしてし
まう紙レンダリング中にクラックを生じさせることになる。
【実施例】
【００５８】
　非粘着性微小球のための重合化工程
　非粘着性微小球を、還流コンデンサ、温度計、スターラー及び窒素ガス導入口を供えた
四つ口フラスコ中に表１の成分を仕込むことによって調製した。次に、混合物を、８０マ
イクロメートルの所望のモノマー液滴サイズとするために毎分３５０回転で３０分間混合
した。モノマー液滴サイズが光学顕微鏡法で決定される規定値になった時点で、重合を開
始するために懸濁液を窒素雰囲気下で開始温度４５℃に加熱した。反応は発熱して進行し
た。重合の後、バッチを室温まで冷却し、チーズクロスでろ過して凝塊を除去した。粒子
サイズ分析器（ホリバ（Horiba）ＬＡ９１０）で測定される微小球の粒子サイズ直径の体
積平均は８１マイクロメータであった。非粘着性微小球を、重力場で静置することで、水
相と微小球相を分離した。水相をデカントして、イソプロピルアルコール（ＩＰＡ）で置
換した。非粘着性微小球を、穏やかに攪拌しながらＩＰＡ中に拡散した。
【００５９】
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【表１】

【００６０】
　ルペロックス（LUPEROX）（登録商標）Ａ７５：過酸化ベンゾイル、アーケマ（Arkema
）ペンシルベニア州、フィラデルフィア（Philadephia）、
　ペルコドックス（PERKODOX）（登録商標）１６：ジ（４－ｔｅｒｔ－ブチルシクロヘキ
シル）ペルオキシカーボネート、アクゾーノーベル（Akzo Nobel）アムステルダム（Amst
erdam）、オランダ
　ヒテノール（HITENOL）（登録商標）ＢＣ－１０２５：ポリオキシエチレンアルキルフ
ェニルエーテルアンモニウムサルフェート、モンテロ（Montello Inc.）オクラホマ州タ
ルサ（Tulsa）
　ステパノール（STEPANOL）（登録商標）ＡＭＶ：アンモニウムラウリルサルフェート、
ステパン（Stepan Co.）イリノイ州、ノースフィールド（Northfield）
　サイアナマー（CYANAMER）（登録商標）Ｎ－３００：ポリアクリルアミド、サイテック
（Cytek）
　非粘着性微小球用粘着試験
　表１に記載されるように非粘着性微小球の粉末を形成するために非粘着性微小球を乾燥
した。次に、微小球粉末を３Ｍ（商標）スコッチ（SCOTCH）（登録商標）３５５テープ（
３Ｍ社（3M Company）、ミネソタ州セントポール（St. Paul））の接着剤側にまぶした。
微小球で、接着剤表面に粒子の単一層を形成した。過剰の微小球を除いた。微小球の粘着
性をＴＡ－ＸＴ２ｉテキスチャー分析器（テクスチャーテクノロジー（Texture Technolo
gies）を用いて以下のように測定した。
【００６１】
　非粘着性微小球の単一層のあるテープを真鍮フィクスチャー中で、上に向けて保持した
。７ｍｍのステンレススティールプローブを０．９８Ｎ（１００ｇの力）に達するまでテ
ープと接触するようにした。接触時間１秒後、プローブを速度０．５ｍｍ／秒で上昇させ
、接着力をテープからのプローブの距離の関数として測定した。次に、粘着性を最大除去
力（グラム）で記録する。
【００６２】
　この試験方法にしたがって、上記及び表１に記載するように粘着性は０．２ｇであった
。
【００６３】
　感圧性接着剤
　感圧性接着剤は二つの構成成分を含んでいた。接着剤バインダー中に拡散された粘着性
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微小球。
【００６４】
　粘着性微小球を、還流コンデンサ、温度計、及びスターラーを装置したフラスコに、蒸
留水３０７．９０グラム、ラウリル硫酸アンモニウム２．０５グラム、アクリル酸２．５
６グラムを混合物を形成するために仕込むことによって水中で調製した。混合物をｐＨが
７．０となるように十分量の水酸化アンモニウムで中和した。次に７０℃に加熱した。そ
の後、イソオクチルアクリレート１００グラム、及び過酸化ベンゾイル０．３１グラムを
混合物に加えた。満足するサイズの粒子を生成するように規定の混合割合で混合物を攪拌
した。反応が発熱するまで反応液を６５℃に冷やした。重合後、混合物を７時間６０℃に
冷却できるようにした。重合混合物をろ過し、二層に分離するようにした。上層をイソプ
ロピルアルコールで凝集させ、次に抽出した。次に、粘着性微小球をヘプタン中に最分散
した。
【００６５】
　接着剤バインダーを、エチルアセテート１５５．６１グラム、イソオクチルアクリレー
ト１００グラム、アクリルアミド４．１５グラム、過酸化ベンゾイル０．２２グラム及び
、ヘプタン１８０．５７グラムをフラスコに仕込むことによって調整した。混合物を５９
℃４８時間加熱した。その後、エチルアセテート０．６６グラム及び抗酸化剤サンタノッ
クス０．４９グラムを加えた。
【００６６】
　感圧性接着剤を、粘着性微小球固形物及び接着剤バインダーを等量混ぜることで製造し
た。
【００６７】
　（実施例１）
　接着剤配合物を、固形分３５％を有する感圧性接着剤の２３重量部及び、固形分５１％
を有する非粘着性微小球の１重量部を感圧性接着剤対非粘着性微小球の割合が９４対６に
して、混合することで製造した。
【００６８】
　（実施例２）
　接着剤配合物を、固形分３５％を有する感圧性接着剤の１０．７重量部、及び固形分５
１％を有する非粘着性微小球の１重量部を感圧性接着剤対非粘着性微小球の割合が８８対
１２にして、混合することで製造した。
【００６９】
　（比較例１）
　本比較実施例では接着剤配合物を使用しなかったので、接着剤バインダーと一緒に混合
した粘着性微小球を有する上記の感圧性接着剤を唯一の接着剤として使用した。
【００７０】
　それぞれ実施例１及び２の接着剤配合物及び比較実施例の感圧性接着剤を、ポストイッ
ト（POST-IT）（登録商標）イーゼルパッド（Easel Pad）、製品番号５５９で供給される
ような２０ポンドの紙の上にコーティングした。このような紙は、少なくとも書き面にブ
リードスルー抵抗コーティングを有し、裏面にはコーティングしていない。実施例１、２
及び比較実施例１の接着剤を、図５に示される構造にコーティングした。したがってスト
ライプ２１８ａは、実施例１、２及び比較実施例１との間で変化した。ストライプ２１８
ｂには感圧性接着剤が残っていた。ストライプ２１８ａは幅０．４７６ｃｍ（１６分の３
インチ、０．１８７５インチ）を有していた。ストライプ２１８ｂは幅１．５９ｃｍ（８
分の５インチ、０．６２５インチ）を有していた。それぞれストライプ２１８ａ及び２１
８ｂの間には、０．２３８ｃｍ（３２分の３インチ、０．０９３７５インチ）の非コーテ
ィング紙のギャップがあった。
【００７１】
　それぞれの実施例の複数のシートを幅６３．５ｃｍ（２５インチ）、長さ２５．４ｃｍ
（１０インチ）の矩形のパッドを形成するために使用した。接着剤ストライプをパッドの
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第一（トップ）周辺部エッジ、例えば、図５の２１５、から隣接し、離れて行くように６
３．５ｃｍ（２５インチ）の寸法に沿ってコーティングした。それぞれのパッドについて
、水平面に置いて次のシートから一つのシートを分離するために必要な力を決定する試験
を行った。抵抗力ゲージ（アメテク（Ametek Inc.）フロリダ州、ラーゴ（Largo）からの
１０００グラムの負荷セルを装置した、チャティロン（CHATILLON）（登録商標）のモデ
ルＤＦＥ）を第二（底部）周辺部エッジ、例えば、パッド中の最上部シートの図５の２１
６に取り付けた。抵抗力ゲージが９０°引張試験に非常に近くなるようにシュミレートす
るようにシートを引っ張るようにした。下の表２に、サンプルそれぞれに対してシートを
取り除くために必要とした力を示す。
【００７２】
【表２】

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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